
 

 

 

 

 

◆講  師  ふるい後見事務所 認定社会福祉士 古井 慶治 氏 

◆日  時  令和２年 月 日（水）午前９時 55 分～午後 4 時（受付：午前 9 時 30 分～） 

 

◆会  場  静岡県総合社会福祉会館シズウエル 7 階 703 会議室 （静岡市葵区駿府町 1－70） 

        ※会場案内図は、受講承認書とともにお送りします。 ※駐車スペースはございません。 

 

◆対  象  社会福祉施設・介護保険事業所に勤務する職員 60 人 

        ※定員超過の際は抽選により受講者を決定いたします。先着順ではありません。 

 

◆研修内容     

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ◆受 講 料  6,000 円（ただし、所属している施設・事業所が静岡県社会福祉協議会会員の場合は 4,000 円） 

＊受講料は当日受付で現金によりお支払いください。 

◆申込方法  Web（会員向け）又は郵便でお申し込みください。 

＊なお、郵便の場合は受講申込書（別紙）に返信用封筒（切手貼付）を添えてください 

         ＊受講の可否については、締切後にメール又は郵便にて通知します。 

 

◆申込締切  一次締切：4 月６日（月） ＊締切後、1 週間以内に受講承認書を送付します。 

       最終締切：5 月 15 日（金）＊一次締切後は先着順となります。 

 

 

 

 

 

企業における取組などを参考にしながら、コンプライアンス（法令等の遵守）の基本視点と考え

方、福祉職場における具体的な実践方法をわかりやすく解説します。 

9：55～10：00   オリエンテーション 

10：00～16：00   講 義「福祉職に求められるコンプライアンス」 

      ・コンプライアンス（法令等の遵守）の基本視点 

      ・福祉職場で取り組むコンプライアンス  他 

     演 習（傾聴を中心とした意見交換） 

      ・福祉職場の「事例」を通して考える 

      ・「虐待」の発生要因と職場での対策を考える 

 

◆申込先・問合せ   〒420－0856 静岡市葵区駿府町 1－70   電話：054－271－2174 

                   静岡県社会福祉人材センター 研修課 （担当：川島） 

 

 

令和２年度 研修 NO.98 開催要項   研修分野 C：人間力を高める（倫理） 

（昼休憩 1 時間） 



 

    研修No.98 

 

                   郵 送 用 
 

 

 

                                                 ※返信用封筒（切手貼付）を同封してください。 

                         ※先着順ではありません。 

 

令和２年度 コンプライアンス講座 受講申込書 

 
＊ 御記入いただいた個人情報については、本講座以外に使用することはありませんが、当日配付する資料に、氏名、 

職種、施設名を掲載させていただきます。 
＊「職種名」には、介護職、生活相談員、訪問介護員（ホームヘルパー）、支援員、事務員などを御記入ください。 

＊「保有資格」には、保育士・介護福祉士・社会福祉士などを御記入ください。 

＊「施設種別」には特別養護老人ホーム、訪問介護事業所、通所介護事業所（デイサービス事業）等の種類を御記 

入ください。 

         

  

ふりがな  

経験年数 
（現在の業種・職種

での経験年数） 

   年      か月 
氏  名 

 

 

職 種 名  保有資格  

施設種別 

 県社協の会員・ 

非会員の区別に

○をしてくださ

い。 

 

会員  ・  非会員 

施設名 

 

施設所在地  

※緊急連絡先

は必ず御記入

下さい。 

〒   ― 

 

 

※電話連絡する際の担当者名（     ）ＴＥＬ   （   ） 

                                        ＦＡＸ   （   ） 

※休日、夜間等の緊急連絡先（     ）ＴＥＬ   （   ） 

一次締切：4月６日（月）消印有効 

最終締切：5月 15日（金） 
（一次締切後は先着順となります） 

 

★この研修で学びたいこと、講師に質問したいこと等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 講義の参考とさせていただきます。 



 

これまでに受講された方の声をご紹介します。 

コンプライアンスという言葉は

耳にしていたが、意味はよく理

解していなかった。参加にあた

り、不安だったが、演習も多く、

わかりやすい内容だった。職場

で実践できることは実践し、今

日学んだ内容も共有していきた

い。 

コンプライアンスを難しく考え

ていましたが、どんなに小さな

ことでも「気づくこと」「言葉に

すること」が大事だとわかった。 

 

難しい研修のイメージだった

が、丁寧な説明でわかりやす

かった。職場のリーダーにも

伝え、意識向上を目指してい

けたらと思う。 

 

演習を通して自施設、サービス

の見直しにもつながったと思

う。改善できそうな点も見えて

きた。コンプライアンスといっ

ても難しく考えるのではなく、

今、目の前にある取り組めるこ

と、御利用者のために自分がで

きることを見直すことから始め

たい。 

 


